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農福連携による障がい者の社会参加を支援
する小型ストレスコーピング機器の開発
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はじめに

背景
アンビエント社会とは,人間の周りに存在するコンピュータが自ら
の判断で行動を起こし,働きかけようとする社会であり,情報技術が
生活に溶け込みつつある.
IoTの活用という面において，障がい関連団体から要望が届く事例
が存在し，意思疎通を図る機能の実装などの意見が挙げられる．

目的
ウェアラブル装置からのデータをもとに,ストレス測定を行う.

障がい者の労働の支援をする．
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データについて

生体データ
心拍
GSR(galvanic skin response), 皮膚温を計測する.

環境データ
照度
音声
画像
角速度
加速度
地磁気
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コーピングについて

コーピング
ストレスとの向き合い方を考えるマネジメント手法.
今回は問題型焦点型コーピングを使用する
問題型焦点型コーピングによりストレスの要因に働きかけ,ストレ
スの軽減を図る.

図 1: コーピング HTML
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データの送信および解析について

データの送信
サーバーに向けて raspberry piで取得生体および音声データの送信
を行うときに,サーバー内のプログラムを起動していないとデータ
を蓄積することができない短所があったため、raspberry pi上に取得
した生体および音声データの情報を蓄積できるようにした.
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装着方法について

装着方法
今回は農作業中の装置の着用を想定する.
既存の装置の形状には,メガネ型デバイス,時計型デバイス,リスト
バンド型デバイスなどが挙げられるため,これらをもとに形状を考
える.

図 2: 既存の装置の形状
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装着方法について

装着方法
本研究では，首型を採用するが，イヤホンのカメラが使用できない
点があったため，3Dプリンターを使用してセンサを搭載できるよう
に図面を作る．

図 3: 首型の想定
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まとめ,課題

まとめ
raspberry pi上で収集したデータを raspberry piの中で保存でき
るようにした.

bluetoothイヤホンのセットアップをした.

課題
1 小型化したときの機器の構成を考える.

2 首型の図面を作成する


	‡Í‡¶‡ß‡É
	−TŠv
	’i™»‡É‡Â‡¢‡Ä
	‡¨‡í‡è‡É

